
震災時における消防団や地域住民の活動について 

    

 

  

  

 

   

 

 

 

先月も大規模な地震が発生しましたので、近年で最大の被害をもたらした震災で

ある「令和６年能登半島地震」における消防団や地域住民の方々の活動を改めて紹

介します。 

 

消防団や地域住民の方々は、自らや家族が被災しながらも、消防機関や他県から

の緊急消防援助隊等と協力し、下記の活動を行いました。 

 

●倒壊家屋における住人の安否確認や情報提供、瓦礫撤去などの救助活動 

 

●他県から応援に来た緊急消防援助隊等への道案内 

 

●同時多発的に発生した火災に対する消防団の可搬式ポンプによる消火活動 

 

●緊急車両が通行できない狭隘路等を消防団が道路啓開 

  ※道路啓開…救援路を確保するため、瓦礫の撤去や亀裂を補修すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防団による放水活動の様子    亀裂の入った道路を補修する様子 

 

北消防署からも緊急消防援助隊として能登半島地震に職員を派遣しました。消防

団や地域住民の方々のご協力のもと円滑な救助活動を行うことができ、改めて地域

の繋がりの大切さを強く感じました。 

名古屋が被災した場合、人口が多い都市であるからこそ、地域の方々による安否

確認やその情報共有が消防・行政機関への最大の支援となります。一人でも多くの

人を救うために、日頃の自主防災訓練などによる備えをお願いします。 
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〇　災害件数等（1月1日～1月31日）

〇　1月中に北区内で発生した火災

〇　学区別火災件数（1月1日～1月31日）
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【注】　●救急・救助は、出動件数であり、市外への出動を含みます。　　　
　　　　●令和8年1月31日時点での速報値です。

　　　　　

1月13日 味鋺 東味鋺１丁目地内 車両
軽乗用車から出火
延焼なし・死者なし・負傷者１名

1月6日 光城 光音寺町地内 建物
木造２階建専用住宅から出火
延焼なし・死者なし・負傷者なし

共同住宅ごみ集積場から出火
延焼なし・死者なし・負傷者なし
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